
令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00064

施策 29 誰もがスポーツに親しむことができる環境づくり

目標 08 文化を育み継承し、スポーツに親しむことのできるまち

施策担当課 スポーツ振興課 関係課

施策目標 ○障害の有無や年齢にかかわらず、すべての区民にとってスポーツ・運動がより身近になり、スポーツ・運動に
親しむ区民が増えています。
○スポーツ・運動に親しみ、楽しむことにより、健康であると感じている区民が増えています。
○障害者がスポーツ・運動に親しむことができる場と機会が充実しています。

活動指標 成果指標

ユニバーサルタイム開催回数 成人の週1回以上のスポーツ・運動の実施率指標名（１） 指標名（１）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

健康であると感じている区民の割合指標名（２）指標名（２）

区民意向調査による【区民②】算式・指標説明算式・指標説明

障害者スポーツ事業の参加者数指標名（３）指標名（３）
【行政】算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

回活動指標（１） 1 0 2 2 14 13
活
活動指標（２） 2動

指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

％5成果指標（１） 54.8 62.0 56.4 62.0 58.3 65.0％ 令和12年度

％6成果指標（２） 90.0％84.5 86.0 83.5 86.0 83.6 令和12年度
成

人7 1,200人528 450 1,022 550 1,243成果指標（３） 令和12年度果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 1,112,4101,289,7841,227,8901,410,7081,302,744

施 人件費 12 千円 130,988 120,560 138,911 128,448 157,749

策 総事業費 13 千円 1,243,3981,410,3441,366,8011,539,1561,460,493
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 1,102 39,210 39,218 2,450 3,041

ス
総事業費伸び率 15 ％ 9.9 9.1 6.9ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 10.5 8.5 10.2 8.3 10.8
（12÷13）
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　新型コロナウイルス感染症は「5類感染症」に移行し、多くの事業がコロナ禍前の規模で実施され
るようになりましたが、「成人の週一回以上のスポーツ・運動の実施率」は、依然として目標値を下
回っています。
　「障害者スポーツの推進」については、ユニバーサルタイムの参加者がリピーターが多くなってい
ることから、新しい方に参加してもらうための効果的な周知方法等を研究する必要があります。また

課題・分析 、サポーターの養成や、指定管理者への一部委託など継続して事業を実施できる取組が必要です。

　「スポーツ・運動に親しむことができる場と機会の充実」については、施設の指定管理者や関係団
体と連携しながら、スポーツをする機会の少ない区民向けの教室・プログラム等を実施しました。
新型コロナウイルス感染症は「5類感染症」に移行したものの、コロナの影響でスポーツをやめてし
まい、まだコロナ以前のようにスポーツをしていない方がいると考えられ、「成人の週1回以上のス
ポーツ・運動の実施率」は58.3％、「健康であると感じている区民の割合」は83.6％となり、それぞ
れ成果指標の目標値62％、86％を下回りました。
　「障害者スポーツの推進」については、令和4年度に荻窪体育館で試行的に2回実施したユニバーサ
ルタイムを新たに上井草スポーツセンターで実施するとともに、回数も令和4年度よりも拡大して実施策の成果
施しました。ユニバーサルタイムは荻窪体育館9回、上井草スポーツセンター4回の全13回実施しまし
たが、これらの取組により、障害者スポーツの事業の参加者数は1,243人となり、成果指標の目標値5
50人を大きく上回りました。
　「体育施設の整備・充実」については、下高井戸おおぞら公園東側に整備するスポーツコートの付
帯施設となる管理棟について、令和5年4月に策定した「杉並区地球温暖化対策実行計画」との整合性
を図り、ＺＥＢ化をするための設計変更を行い実施設計を完了しました。

今後の施策の方向性 拡充
改

　「スポーツ・運動に親しむことができる場と機会の充実」については、魅力的なスポーツ教室を開善
催したり、学校施設を有効活用した事業を実施するなど、より多くの方々がスポーツ・運動に親しむ・
ことができる場と機会を充実していきます。見
　「障害者スポーツの推進」については、今後も障害者スポーツネットワークで意見を聴取しながら直
、ユニバーサルタイムを段階的に拡充していくとともに、施設のユニバーサルデザイン化を進めていし
きます。の 　「体育施設の整備・充実」については、下高井戸おおぞら公園内に多目的スポーツコート等の整備今後の進め方方 を行い、体育施設の充実を図るとともに、老朽化した設備についても計画的に修繕・改修を行ってい向 きます。

中
長
期

IP27PAD1



令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0006429】【施策名称 誰もがスポーツに親しむことができる環境づくり【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

98,680現状維持生涯スポーツ振興事業 ○ 26,271 72,4091 105

110,794現状維持公益財団法人杉並区スポーツ振興財団への助成 ○ 104,934 5,8602 106

○ 20,807推進（拡充）スポーツ推進計画 ○ 9,925 10,8823 107

○ 1,200,457現状維持体育施設の維持管理 ○ 1,143,913 56,5444 108

○ 29,755推進（拡充）下高井戸おおぞら公園スポーツコートの整備 ○ 17,701 12,0545 109
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1,302,744 157,749 1,460,493合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項

IP27PAD3


	目標08
	施策27
	施策28
	施策29

